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発
行
 

広
 

報
 

月
号
 

〒
2
9
9
-2
4
9
2
  

南
房
総
市
富
浦
町
青
木
2
8
番
地
 

T
E
L
 0
4
7
0
-3
3
-1
0
0
2
 

FA
X
 0
4
7
0
-2
0
-4
5
9
1

55
2

酪
農
の
さ
と（
丸
山
地
区
） 

酪
農
の
さ
と（
丸
山
地
区
） 

大
空
を
泳
ぐ
！
 こ
い
の
ぼ
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ぼ
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ぼ
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人
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世
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1
6
,8
5
2
世
帯
 

男
 
2
1
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3
4
人
 

女
 
2
3
,7
9
7
人
 

（
平
成
1
8
年
5
月
1
日
現
在
）
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1
5
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1
3
3
人
 

大
空
を
泳
ぐ
！
こ
い
の
ぼ
り



新
生
「
南
房
総
市
」
発
足
に
伴
う
市
長
選
挙
は
、
４
月
23

日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
石
井
裕
候
補
（
40
）
が
当
選
し
ま

し
た
。

石
井
市
長
は
、
翌
24
日
に
職
員
な
ど
約
１
２
０
人
に
迎
え

ら
れ
て
初
登
庁
し
、
溝
口

清
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
か
ら
当
選
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

就
任
式
で
は
、
別
館
大

会
議
室
に
集
合
し
た
幹
部

職
員
約
１
７
０
人
を
前
に
、

「
大
き
な
期
待
と
責
任
を
感

じ
て
い
る
」「
職
員
の
英
知

を
生
か
し
、
住
民
の
笑
顔

が
見
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

2006年 5 月号2

▲花束を受け取る遠藤一郎氏

４
月
21
日
、
遠
藤
一
郎
市
長
職
務
執
行

者
の
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
氏
は
、
退
任
に
あ
た
り
「
新
市
長

が
一
人
で
力
ん
で
も
発
展
は
な
い
。
職
員

の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
、
南
房
総
市

を
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
を
し
、

職
員
が
見
送
る
な
か
、
笑
顔
で
市
役
所
を

後
に
し
ま
し
た
。

▲職員から花束を受け取る石井市長

蜷
溝
口
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
か
ら
当
選
証
書

を
受
け
る
石
井
市
長

蜷
幹
部
職
員
を
前
に
就
任
あ
い
さ
つ

す
る
石
井
市
長

石
井
市
長
誕
生 

「
対
話
と
協
力 

　
一
体
感
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」 

石
井
市
長
誕
生 

こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
力
強

い
ご
支
援
と
心
温
ま
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
初
代
市
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

３
月
20
日
に
南
房
総
市
が
誕
生
し
て
か
ら
２
カ
月
あ
ま
り
、
大
き
な

混
乱
も
な
く
、
順
調
な
行
政
運
営
が
行
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
遠
藤
市
長
職
務
執
行
者
の
指
導
力
の
お
か
げ
と
こ
の
場
を
借

り
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
市
町
村
合
併
は
あ
く
ま
で
も
将
来
の
飛
躍
へ
の
手
段
で
あ
り
、

真
の
目
的
は
市
民
の
皆
様
が
長
年
か
け
て
育
ん
で
き
た
７
つ
の
地
域
の

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
南
房
総
市
に
生
ま

れ
暮
ら
し
て
み
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
と
と
も
に
、
す
ば
ら
し
い
地
域
社
会
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
市
長
選
挙
で
掲
げ
ま
し
た
「
新
生
南
房
総
市
10
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
」
を
行
政
運
営
の
柱
と
し
て
、
新
市
の
将
来
像
「
ひ

と
・
ゆ
め
・
み
ら
い
　
地
域
で
創
る
魅
力
の
郷
　
南
房
総
」
を
目
指
し
、

少
子
高
齢
化
、
行
財
政
改
革
そ
し
て
地
方
分
権
の
実
現
な
ど
直
面
す
る

数
多
く
の
困
難
な
課
題
に
、
市
民
と
手
を
携
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

南房総市長
職務執行者が退任

南房総市長

石 井 裕

対
話
と
協
力
、

一
体
感
の

持
て
る

ま
ち
づ
く
り



富
浦
選
挙
区
3
名

真
木
　
利
幸
磬

豊
岡
　
無
新

羽
山
　
　
誠
磋

深
名
　
無
新

鈴
木
　
直
一
碵

原
岡
　
無
新

32006年 5 月号

市
議
会
議
員
紹
介
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

富
山
選
挙
区
3
名

渡
邉
　
政
久
磆

久
枝
　
無
新

鈴
木
　
孝
雄
碣

山
田
　
無
新

小
澤
　
公
雄
磋

久
枝
　
無
新

三
芳
選
挙
区
3
名

三
平
　
隆
之
磆

山
下
　
無
新

川
名
　
晴
作
碪

増
間
　
無
新

石
井
　
久
隆
磔

府
中
　
無
新

白
浜
選
挙
区
3
名

闍
木
　
一
康
磋

白
浜
　
無
新

木
曽
　
貴
夫
碆

白
浜
　
無
新

飯
田
　
彰
一
碚

白
浜
　
無
新

千
倉
選
挙
区
7
名

川
上
　
　
清
礪

千
田
　
無
新

青
木
　
正
孝
磋

北
朝
夷
　
無
新

青
木
　
建
二
瞿

瀬
戸
　
無
新

安
田
ま
ち
子
碌

北
朝
夷
　
共
新

牧
野
　
幸
司
碎

川
口
　
無
新

吉
田
　
弥
一
碯

川
戸
　
無
新

寺
澤
　
利
郎
碣

北
朝
夷
　
無
新

丸
山
選
挙
区
3
名

栗
原
　
保
博
磆

沓
見
　
無
新

金
井
　
三
郎
磋

石
堂
　
無
新

折
原
　
信
夫
磋

宮
下
　
無
新

和
田
選
挙
区
3
名

羽
山
　
和
夫
碣

上
三
原
　
無
新

辻
　
　
貞
夫
磆

真
浦
　
無
新

庄
司
　
眞
敏
硼

和
田
　
無
新

合
併
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
４
月

合
併
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
23
日
に
行
わ
れ
、
次
の

日
に
行
わ
れ
、
次
の
25
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

人
が
当
選
し
ま
し
た
。 

任
期
は
、
平
成

任
期
は
、
平
成
18
年
４
月

年
４
月
23
日
か
ら
平
成

日
か
ら
平
成
22
年
４
月

年
４
月
22
日
ま
で
４
年
間
で
す
。
（
年
齢
は

日
ま
で
４
年
間
で
す
。
（
年
齢
は
5
月
11
日
現
在
）

日
現
在
） 

合
併
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
23
日
に
行
わ
れ
、
次
の
25
人
が
当
選
し
ま
し
た
。 

任
期
は
、
平
成
18
年
４
月
23
日
か
ら
平
成
22
年
４
月
22
日
ま
で
４
年
間
で
す
。
（
年
齢
は
5
月
11
日
現
在
） 



市議会議員選挙投票結果 

選  挙  区  

富 浦 選 挙 区  

富 山 選 挙 区  

三 芳 選 挙 区  

白 浜 選 挙 区  

千 倉 選 挙 区  

丸 山 選 挙 区  

和 田 選 挙 区  

合  計  

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％） 

4,642 

4,945 

3,685 

4,962 

10,743 

4,776 

4,745 

38,498

4,001 

4,242 

3,023 

4,056 

9,043 

3,893 

3,911 

32,169

86.19 

85.78 

82.04 

81.74 

84.18 

81.51 

82.42 

83.56

4 2006年 5 月号

南
房
総
市
発
足
に
伴
う
市
長
選
挙
お

よ
び
県
内
初
の
選
挙
区
制
で
行
わ
れ
た

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
事
務
が
、

職
員
約
４
０
０
人
で
総
力
を
挙
げ
て
深

夜
ま
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

安
藤
　
光
男
（
元
三
芳
村
長
）

（敬称略・順不同）

（敬称略・5月1日付）

富浦体育館で開票作業をする職員

市長選挙投票結果

当日有権者数　38,498人

投票者数　　　32,172人

投票率　　　　 83.57％

旭
日
小
綬
章

（
地
方
自
治
功
労
）

吉
田
　
喜
一
（
元
千
倉
町
助
役
）

瑞
宝
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

釼
持
松
二
郎
（
元
和
田
町
消
防
団
長
）

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

小
原
　
一
闊
（
元
白
浜
町
消
防
団
長
）

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

田
村
　
春
雄（
元
三
芳
村
議
会
議
員
）

旭
日
単
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

4
月
23
日

市
長
選
挙
・

市
議
会
議
員
選
挙

受受章章おおめめででととうう
ごござざいいまますす



歳入 歳出 

47億9,870万円 47億9,870万円 
地方交付税 
29億9,562万円 
（62.4％） 

市税　　 
14億5,394万円 

（30.3％） 

使用料および手数料 
9,048万円（1.9％） 

地方譲与税 
7,600万円（1.6％） 

地方特例交付金　5,400万円（1.1％） 
諸収入 4,473万円（0.9％） 

国庫支出金　4,131万円（0.9％） 
その他 4,262万円（0.9％） 

総務費 
14億887万円 
（29.4%） 

民生費 
10億7，778万円 
（22.4%） 

衛生費 
6億2，408万円 
（13.0%） 

消防費 
3億6，899万円 
（7.7%） 

教育費 
6億9，933万円 
（14.6%） 

土木費 
2億5，883万円 

（5.4%） 

商工費 
1億6，391万円 
（3.4%） 

農林水産業費　1億1，369万円（2.4%） 
議会費 5，330万円（1.1%） 
その他 2，992万円（0.6%） 

歳入 歳出 

2006年 5 月号 5

３
月
20
日
に
７
町
村
が
合
併
し
、
新

し
く
「
南
房
総
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
市
の
予
算
は
、
法
令
の

定
め
に
よ
り
４
月
か
ら
お
お
む
ね
３
カ

月
間
の
必
要
な
経
費
を
見
込
ん
だ
暫
定

予
算
を
市
長
職
務
執
行
者
が
編
成
し
ま

し
た
。
こ
の
暫
定
期
間
は
、
新
市
長
が

市
議
会
６
月
定
例
会
に
年
間
予
算
を
提

出
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
定
し
た
期

間
で
す
。

歳
入
予
算
は
、
暫
定
期
間
中
に
収
納

が
見
込
ま
れ
る
も
の
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歳
出
予
算
は
、
原
則
と
し

て
４
月
か
ら
暫
定
期
間
中
に
支
払
い
が

必
要
と
な
る
扶
助
費
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
や
、
継
続
的
な
事
務
事
業

お
よ
び
施
設
管
理
経
費
な
ど
の
経
常
的

経
費
に
つ
い
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
暫
定
予
算
は
、
会
計
年
度
内

の
一
定
期
間
に
か
か
る
予
算
で
あ
る
た

め
、
本
予
算
が
成
立
し
た
と
き
に
は
、

効
力
を
失
い
、
本
予
算
に
包
括
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
暫
定
予
算
と
は
…
…

地
方
自
治
法
第
２
１
８
条
第
２
項
お
よ
び
第
３

項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
合
併

（
廃
置
分
合
）
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
会
計
年
度
内
の
一
定
期
間
に
か
か
る
予
算
で

す
。

◇
市
の
予
算

平
成
18
年
度

暫
定
予
算

一 般 会 計

特 別 会 計

国 保 病 院 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

項　　　目 

収益的収入および支出 

合　　　計 

歳入予算額  

1億4,273万円  

1億4,273万円 

歳出予算額 

1億4,273万円 

1億4,273万円 

項　　　目 

収益的収入および支出 

資本的収入および支出 

合　　　計 

歳入予算額  

 

歳出予算額 

 

 

1億6,630万円 

158万円 

1億6,788万円 

2億9,820万円 

4万円 

2億9,824万円 

項　　　目 

国民健康保険特別会計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

そ の 他 特 別 会 計  

合　　　計 

歳入予算額  歳出予算額 

9億9,065万円 

15億2,241万円 

9億2,340万円 

93万円 

34億3,739万円 

9億9,065万円 

15億2,241万円 

9億2,340万円 

93万円 

34億3,739万円 



6 2006年 5 月号

こ
れ
ま
で
、
当
該
児
童
に
か
か
る
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
人
は
、

特
段
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。右

記
に
該
当
し
な
い
保
護
者
の
人
で
、

次
の
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
保
護
者
の
人
は
認
定
請
求
、
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
人
は
額
改

定
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
３
年
生
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大

さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

市
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）
で
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、

平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
の
引
上
げ
（
次
頁
・
５．

所

得
制
限
限
度
額
参
照
）
に
よ
り
、
新
た
に

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
保
護
者
の
人
は
、
認

定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
認
定
請
求
書
に
必
要
な
添
付
書
類
】

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し

（
申
請
者
が
厚
生
年
金
な
ど
加
入
者
の
場

合
）

・
所
得
証
明
書

本
市
（
旧
富
浦
町
、
旧

富
山
町
、
旧
三
芳
村
、
旧
白
浜
町
、
旧
千

倉
町
、
旧
丸
山
町
、
旧
和
田
町
）
に
平
成

18
年
１
月
１
日
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

（
平
成
18
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分

の
手
当
の
認
定
請
求
の
場
合
は
、
平
成
17

年
１
月
１
日
に
住
所
が
な
か
っ
た
人
）。

認
定
請
求

認
定
請
求
の
手
続
き

手
続
き
が
必
要
と

必
要
と
な
り
ま
す 

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す 

改
正
の
内
容 

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す 

改
正
改
正
の
内
容
内
容 

改
正
の
内
容 

平
成
18
年
度
に

小
学
校
４
年
生
の
児
童
が

い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん

（
平
成
８
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

こ
れ
ま
で
、

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の

皆
さ
ん

平
成
18
年
度
に

小
学
校
５
年
生
ま
た
は

６
年
生
の
児
童
が
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ん

（
平
成
６
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

平成18年
4月1日から児童手当制度が 

改正されました 
児童手当制度が 
改正されました 
児童手当制度が 
改正されました 
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●
児
童
手
当
制
度
の
目
的

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
に
な
う
児
童

の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

１．

支
給
対
象

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学

校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い

て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

２．

支
給
手
続

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
家
計

の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請
し
、
住
所

地
の
市
町
村
長（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
し

た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
今
回
の
制
度
改
正
に
か
か
る
申
請

に
つ
い
て
は
、
特
例
が
あ
り
ま
す
）。

３．

支
給
月
額

第
１
子
　
　
　
　

５
０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
　

５
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
　
１
０
０
０
０
円

４．

支
払
時
期

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
い
日
は

各
支
払
い
月
の
10
日
で
す
（
10
日
が
土
・

日
・
休
日
の
場
合
は
前
日
と
な
り
ま
す
）。

５．

所
得
制
限
限
度
額

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前

年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
額
で
判
定
し
ま
す

が
、
収
入
ベ
ー
ス
で
夫
婦
と

児
童
２
人
の
世
帯
の
場
合
の

目
安
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。所

得
に
は
一
定
の
控
除
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制

限
限
度
額
は
年
に
よ
っ
て
変

更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
保
健
福
祉

部
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
所
得
制
限

限
度
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
現
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
現
況

届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
現
在
、
受
給
し
て
い
る
人
は
、
届

出
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
福

祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
と
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
　

TEL

36
―
１
１
５
３

自営業の人　　　　596.3万円未満→18年4月から　780万円未満
サラリーマンの人　780.3万円未満→　　　〃 860万円未満

注１）所得税法に規定する老人控除対象配
偶者または老人扶養親族がある者に
ついての限度額（所得額ベース）は
右記の額に当該老人控除対象配偶者
または老人扶養親族１人につき６万
円を加算した額。

注２）扶養親族などの数が６人以上の場合
の限度額（所得額ベース）は、１人
につき38万円（扶養親族などが老人
控除対象配偶者または老人扶養親族
であるときは44万円）を加算した額。

児
童
手
当
制
度
の
概
要

〔
平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
〕

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

460 

498 

536 

574 

612 

650 

（単位：万円） 

扶養親族等の数 自営業者 
（国民年金加入者） 

532 

570 

608 

646 

684 

722

サラリーマン 
（厚生年金など加入者） 
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赤
十
字
で
は
、
災
害
救
護
、
救
急
法
な
ど

講
習
会
の
普
及
や
青
少
年
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
、
献
血
や
医
療
事
業
な
ど
の
国
内
活

動
は
も
と
よ
り
、
海
外
に
お
け
る
緊
急
救
援
、

途
上
国
へ
の
援
助
な
ど
人
道
的
な
活
動
を
推

進
す
る
た
め
活
動
資
金
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
赤
十
字
へ
の
ご
支
援
も
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　
TEL

36
―
１
１
５
１

家
庭
児
童
相
談
員
、

母
子
自
立
支
援
員
を
委
嘱

5
月
・
6
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

○高校生海外派遣コース
1．イギリス　英語研修＆ホームステイ
7月30日から8月17日　45万8千円

（市補助20万円）
2．カナダ　　英語研修＆ホームステイ
7月31日から8月18日　47万8千円

（市補助20万円）
3．アメリカ　英語研修＆ドミトリーステイ
7月30日から8月13日　49万8千円

（市補助20万円）
○応募資格
・市内居住者または、その人と生計を一に
する人
・地域活動に関心を持ち、帰国後もその成
果を積極的に生かせる人
・過去に公共機関の助成を受けて渡航した
ことのない人

○募集期間 5月25日（木）まで
○募集人数 全コース合わせて5人
※応募者多数の場合は、選考を行います。
○応募書類 企画政策課に用意してあります。
○問い合わせ
企画政策課（TEL 33-1008）

家庭相談員

岩嵜美沙子さん
母子自立支援員

藤平よし子さん

第65回　国民体育大会「愛称」「スローガン」が決定！ 第65回　国民体育大会「愛称」「スローガン」が決定！ 

趣旨：四方を海と川に囲まれた水と緑の豊かな千葉県。未来へ向かって「ゆめ半島千葉」か
　　　ら夢と感動をあなたに。600万県民の笑顔で、すべての人が主役となる舞台を演出し
　　　ます。 
　 
 
趣旨：今、房総のさわやかな風に吹かれながら。一人ひとりがその夢を実現するために。 
　　　この輝いた瞬間を刻みつけよう。 

スローガン“今　房総の風となり　この一瞬に輝きを” 
 
スローガン“今　房総の風となり　この一瞬に輝きを” 
 

愛称“ゆめ半島千葉国体” 愛称“ゆめ半島千葉国体” 

市
で
は
、
家
庭
相
談
員
と
し
て
岩
嵜
い
わ
さ
き

美
沙
子

さ
ん
を
、
母
子
自
立
支
援
員
と
し
て
藤
平
よ
し

子
さ
ん
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
で
す
。

こ
ん
な
相
談
に
応
じ
ま
す

家
庭
相
談
員

①
児
童
虐
待
相
談

②
非
行
・
不
登
校
な
ど
の
相
談

相
談
日

月
・
水
・
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

母
子
自
立
支
援
員

①
母
子
福
祉
資
金
お
よ
び
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

②
生
計
の
維
持
、
就
職
、
生
業
な
ど
の
経
済

上
の
問
題
に
関
す
る
相
談

③
医
療
お
よ
び
保
健
衛
生
に
関
す
る
相
談

④
児
童
の
養
育
、
教
育
お
よ
び
就
職
に
関
す

る
相
談

相
談
日

木
曜
日
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
（
三
芳
分
庁
舎
）

TEL

36
―
１
１
５
３

10月21～22日（土・日）開催の『千葉県生涯学習フェスティバ
ル』に出展を希望する団体を募集します。会場は、県立南総文化ホー
ル（館山市）です。
◇申 込 方 法：所定様式で郵送またはファクスで申込でください。

（用紙は、教育委員会・公民館などにあります。県
教育委員会ＨＰからも入手可）

◇申 込 期 間：5月8日（月）から6月6日（火）必着
◇問い合わせ：〒260-8662 千葉市中央区市場１－１

千葉県生涯学習フェスティバル実行委員会事務局　
℡：043-223-4072  （千葉県教育庁生涯学習課）
ホームページ：http://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/

生涯学習フェスティバルの参加団体募集

人
事
異
動

富
山
国
保
病
院
に
平
成
16
年
か
ら
２
年

間
勤
務
し
た
、
田
中
秀
造
医
師
の
後
任
に

５
月
１
日
か
ら
宮
崎
大
輔
医
師
が
着
任
し

ま
し
た
。
主
に
外
科
が
専
門
で
す
。



よ
く
確
認
す
る
な
ど
納
得
の
上
で
依
頼

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

容
易
に
署
名
捺
印
は
し
な
い
こ
と
。

☆

消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関
名
を
名
乗

っ
て
設
置
を
勧
め
る
業
者
に
要
注
意
！

公
的
機
関
の
職
員
が
、
訪
問
し
て
販
売

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課

TEL

22
―
２
２
３
５

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

勇
気
を
出
し
て
救
命
講
習
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

救
急
現
場
に
お
い
て
、
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
に
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人

に
よ
る
、
速
や
か
な
応
急
手
当
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
･
隣
人
な
ど
が
万

が
一
の
と
き
に
備
え
、
大
切
な
命
を
救
う

た
め
に
勇
気
を
出
し
て
救
命
講
習
を
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
習
終
了
後
に
は
、

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
特
徴
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
用
し
た
医
療
機
器
で
、
傷
病
者
の
心

臓
の
状
態
を
観
察
し
自
動
で
解
析
を
行
い
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
心
電
図
の
波
形

を
判
断
す
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
場
合
の
み
、
救

助
者
に
対
し
て
音
声
で
指
示
を
出
し
ま
す
。

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
必
要
と
し
な
い
場
合

に
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
行
わ
れ
な
い
よ

近
年
の
全
国
に
お
け
る
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
建
物
火

災
に
よ
る
死
者
数
の
約
９
割
を
占
め
、
こ

の
う
ち
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
す
。

特
に
、
死
者
の
過
半
数
が
65
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
さ
ら
に
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
平
成
16
年
６

月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
具
体
的
な
設
置
お
よ
び
維
持

基
準
に
つ
い
て
は
、
火
災
予
防
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
住
宅
に
は
、
一
般
住
宅
の
ほ
か
、
併
用

住
宅
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

根
拠
法
令

消
防
法
第
９
条
の
２

安
房
郡
市
火
災
予
防
条
例

第
29
条
の
２
〜
７

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
…
…

感
知
器
は
、
自
分
で
手
軽
に
設
置
で
き

る
乾
電
池
式
と
配
線
工
事
が
必
要
な
配
線

式
が
あ
り
、
更
に
煙
を
感
知
す
る
煙
式
と

熱
を
感
知
す
る
熱
式
が
あ
り
ま
す
。
寝
室

や
階
段
な
ど
は
煙
式
を
、
台
所
に
設
置
し

た
い
場
合
は
、
熱
式
を
設
置
し
ま
す
。

個
々
に
感
知
し
て
「
ピ
ー
、
ピ
ー
」
と
い
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

救
命
講
習

う
音
ま
た
は
音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
ま
す
。

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

新
築
住
宅

６
月
１
日
か
ら

既
存
住
宅

６
月
１
日
か
ら
平
成
20
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置

設
置
場
所

天
井
ま
た
は
壁

☆

寝
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
部
屋
全
室

お
よ
び
そ
の
階
の
階
段
部
分
の
上
部

☆

寝
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
部
屋
が
な

い
場
合
で
も
、
７
㎡
以
上
の
居
室
が
５

室
以
上
あ
る
階
の
廊
下

☆

台
所
は
、
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
設
置
が
望
ま
し
い
場
所
で
す
。

購
入
場
所
な
ど

防
災
設
備
取
扱
店
、
電
気
店
ま
た
は
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

購
入
す
る
際
に
は
、
日
本
消
防
検
定
協
会

の
「
Ｎ
Ｓ
」
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の

を
推
奨
し
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
て
！

訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
不
適
切
販
売
の

増
加
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆

「
す
ぐ
に
取
り
付
け
な
い
と
違
反
で

す
」
ま
た
「
他
の
家
で
は
す
で
に
設
置

し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
売

り
つ
け
よ
う
と
す
る
業
者
は
注
意
！

☆

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
個
人
で
も
容

易
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

も
し
、
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
見
積
り
を
取
り
、
工
事
内
容
を

う
に
安
全
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

日
時
お
よ
び
場
所

６
月
４
日
（
日
）

館
山
市
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

６
月
11
日
（
日
）

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
　

６
月
18
日
（
日
）

鋸
南
町
中
央
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　

７
月
２
日
（
日
）

鴨
川
市
中
央
公
民
館

講
習
時
間

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分

定
　
　
員

各
会
場
と
も
30
名
（
申
込
順
）

資
　
　
格

中
学
生
以
上
の
人

申
込
先

館
山
消
防
署
救
急
隊
TEL

22
―
２
９
０
４

千
倉
分
署
救
急
隊
　
TEL

44
―
２
１
０
０

鋸
南
分
署
救
急
隊
　
TEL

55
―
３
２
５
０

鴨
川
消
防
署
救
急
隊

TEL

04
―
７
０
９
３
―
２
１
３
１

講
習
費
用

テ
キ
ス
ト
代
１
４
５
円
（
受
講
時
）

申
込
期
間

５
月
23
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
水
）
ま
で
、

定
員
に
な
り
次
第
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま

す
の
で
、
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
鴨
川
会

場
（
７
月
２
日
（
日
）
鴨
川
市
中
央
公
民
館
）

に
つ
い
て
は
申
込
期
間
を
６
月
19
日
（
月
）

か
ら
23
日
（
金
）
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

安
房
郡
市
消
防
本
部
警
防
課

TEL

22
―
２
２
３
３

自
分
自
分
の
命
は
、
は
、自
分
で

自
分
で
守
り
守
り
ま
し
ま
し
ょ
う
！ 

自
分
の
命
は
、自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
！ 
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○ 骨粗しょう症とは・・・

骨粗しょう症はご存知のとおり、骨の内部がスカスカに
なる病気です。
骨粗しょう症でまず影響があらわれるのは、背骨です。

背骨を構成している椎骨の内部の微小な骨が弱くなり、椎
骨が押しつぶされてしまいます。初期にはほとんど症状が
ありませんが、体の重みによって徐々に骨折は進行してい
きます。高齢になって背が縮まったり、背中が曲がってい
くのは、ほとんどの場合これが原因です。
また、骨粗しょう症でいちばん問題となるのは、骨がも

ろくなることによって「骨折」を引き起こしやすくなるこ
とです。高齢になってからの骨折は治るのに時間がかかり
ます。それが「寝たきり」、さらには「認知症」へとつなが
ることも多くあります。

○ 骨粗しょう症になりやすい人

①小柄できゃしゃな人は骨が細く、カルシウム
の蓄積量が少ないので骨の負担が大きい。
②運動不足の人は骨を作るために必要な体への負荷
（圧力）が十分ではなく、骨が鍛えられにくい。
③内臓疾患のある人はカルシウムをとりこみに
くい。また、糖尿病や甲状腺疾患のある人、
卵巣の摘出手術を受けた人は骨の代謝に関わ
るホルモンが不足する。

骨粗しょう症は、このようにもって

生れた体質や体型、性別、病歴、生活

習慣などさまざまな要因が影響してき

ます。危険度の高い人は毎日の生活に

気を配りましょう。

「骨粗しょう症にご注意を」
住民検診が今月より行われます。今月行われる検診は「骨粗しょう

症検診」です。自分の骨密度を把握し、生活習慣病の予防だけでなく、
骨粗しょう症の予防にも努めましょう。

《20～30歳代》

骨は10代後半でほとんどで

きあがっています。その最大骨量をよ

り長く維持できるようにできるだけた

くさんのカルシウムを摂取しましょう。

無理なダイエットは骨量の減る原因

になりますので禁物です。減った骨量

を元に戻すのは大変難しいので注意し

ましょう。

《60歳代以降》

60歳代以降になると、男女を問わず、足腰の衰えを訴える人

が多くなります。そして、腰の痛み、骨折などを経験してはじ

めて骨の健康状態の低下に気づくものです。減った骨量を元に戻すこと

は難しいのですが、あきらめずにそれ以上減らさない努力をしましょう。

60歳を過ぎてもカルシウムを積極的にとりましょう。また、日常生活

で転倒を予防するなど工夫して、骨折の予防に最大限の注意を払いまし

ょう。

《40～50歳代》

30歳代後半から骨量の減少が始まります。特に、女性

は50代でほとんどの人が閉経を迎えます。これによって骨の代謝

に必要なホルモンが激減し、骨量も大幅に減少します。少しでも骨

量の減るスピードをゆるやかにできるように、ほかの生活習慣病の

予防も意識して、栄養バランスのよい食事を心がけましょう。

また、毎日の生活に運動をとりいれましょう。ウォーキングなど

の有酸素運動が最適ですが、日常の家事を積極的に行うことも大切

です。

骨粗しょう症というと、女性だけの病気と思われがちですが、男性の場合にも加齢とともに骨量は減少しています。

日本人はカルシウム不足といわれていますので、男性の皆さんもカルシウムたっぷりの食生活を心がけましょう。

■ たばことの関係
たばこは、肺がんをはじめとするがんや虚血性心疾患、脳血管疾患などの多くの疾患、あらゆる生活習慣病にとっての危

険因子ですが、骨粗しょう症も例外ではありません。特に、女性の喫煙は、女性ホルモンの分泌を悪くし、胃腸でのカルシ

ウムの消化と吸収を低下させることから、骨粗しょう症になる可能性が高くなります。

いつまでも背筋がシャンと伸びた若々しい姿でいるためにも、禁煙に踏み切りましょう。
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「
広
報
と
み
う
ら
」
61
号
か
ら
３
９

８
号
ま
で
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

著
書
に
「
富
浦
の
昔
ば
な
し
第
一

集
」「
富
浦
の
昔
ば
な
し
第
二
集
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
広
報
紙
の
中
で
市
に
ま
つ

わ
る
民
話
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

昔
む
か
し
、
平
群
の
伊
予
ケ

い

よ

が

岳だ
け

に
、

天
狗

て
ん
ぐ

が
棲す

ん
で
い
ま
し
た
。

天
狗
は
神
通
力
で
人
里
に
舞
い
降

り
、
農
家
の
納
屋
に
置
い
て
あ
る
米

や
、
畑
の
野
菜
を
盗
む
悪
い
奴や
つ

で
し

た
が
、
し
か
し
村
人
た
ち
は
、
そ
の

天
狗
の
祟た
た

り
が
怖
い
の
で
我
慢
し
て

い
た
の
で
す
。

天
狗
は
そ
れ
を
よ
い
こ
と
に
、
あ
る

夜
、
あ
る
家
に
と
ん
で
も
な
い
要
求
を

書
い
た
紙
切
れ
を
投
げ
込
ん
だ
の
で

す
。
読
み
ま
す
と
、「
今
月
の
満
月
の

夜
、
村
で
一
番
き
れ
い
な
娘
を
伊
予
ケ

岳
の
下
の
天
神
社
に
連
れ
て
こ
い
、
も

し
断
る
な
ら
ば
儂わ

し

の
団
扇

う
ち
わ

で
村
中
を
吹

き
飛
ば
す
ぞ
」

家
の
主
は
、
び
っ
く
り
し
て
名
主
に

知
ら
せ
ま
し
た
。

名
主
は
村
一
番
の
知
恵
者
で
し
た
か

ら
、「
天
狗
が
団
扇
で
く
る
な
ら
、
こ

ち
ら
も
団
扇
で
懲こ

ら
し
め
て
や
る
べ

え
」
と
言
い
、
天
狗
の
物
よ
り
三
倍
の

大
団
扇
を
作
る
と
、
伊
予
ケ
岳
に
登
り

天
狗
に
見
せ
び
ら
か
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
天
狗
は
名
主
の
大
団
扇

が
欲
し
く
な
り
、
自
分
の
物
と
取
り
替

え
た
の
で
す
。
間
も
無
く
で
す
が
、
得

意
に
な
っ
て
大
団
扇
を
扇あ
お

い
で
い
た
天

狗
が
、
山
の
天
辺
て
っ
ぺ
ん

か
ら
舞
い
降
り
ま
す

と
、
何
と
眞
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
天
狗
は
団
扇
を
替
え
た

た
め
神
通
力
を
失
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

生稲
いくいな

謹爾
きん じ

さん
1934年生
職業：農業
富浦地区在住

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

和田町松田地区の　木綺人（あやめ）ちゃん
は、3月20日の新市誕生と同じ日に誕生しま
した。
あやめちゃんは、お父さんとお母さん、元
気なお兄ちゃん、やさしいおじいちゃんと

おばあちゃんの6人家族です。
これから、市と一緒に、泣いたり笑
ったり成長していきます。

南房総市誕生の日と 
一緒なんです！ 

南房総市誕生の日と 
一緒なんです！ 

〜
第
１
話
〜

伊
予
ケ
岳
の
天
狗



12 2006年 5 月号

■地域振興のセカンドステージへ邁進
びわの素材を生かしたびわグッズ満載の道の駅とみうら・枇杷倶楽部は､平成5年11月27日に千葉県初の道の駅として
誕生しました｡南房総の暖かさに負けないくらい､アットホームな雰囲気づくりをスタッフ一同心がけています。
枇杷倶楽部では、3つの目標を掲げ、地場産業の振興、文化の拠点、情報の発信基地を目指し、地域の皆さんととも

に地域振興の階段を一歩一歩駆け上がってきました。
ここでは、枇杷倶楽部を支えるさまざまな活動を紹介します。

千葉県初の道の駅「枇杷倶楽部」
このほかにも、地域情報の発信や観

光ツアー誘致など、さまざまな活動が
あります。今後は、周辺の道の駅の連
携による新たな集客交流を創出し、地
域振興のセカンドステージへと邁進し
ていきたいと思いますので、今後とも
よろしくお願いします。

①ギャラリー
地域の文化活動を発表する場

として、年間を通じてさまざま
な企画展が行われています。
南房総の文化人が集うギャ

ラリーです。

③カフェ
びわソフトやびわカレーなど､
びわを素材にした食事やデザー
トメニューが並ぶ。花壇に囲ま
れたカフェテラスでのティータ
イムは､心が落ちつきます。

②ショップ
特産の房州びわを活用した枇

杷倶楽部ならではのオリジナル
商品がずらりと並びます。
お菓子や雑貨、化粧品など、

ユニークで珍しい商品探しも楽
しいものです。

④体験スタジオ
地元の素材を使った商品開発や

ノウハウを学びます。
皆さんもぜひ、活用ください。

「おはようございまーす！」と朝の元気なあいさつ。かばんや帽
子を置くとすぐに「いってきまーす！」と園庭に飛び出していく子
どもたち。
和田幼稚園では「生き生きと遊ぶ子」を目標に、子どもたちが自

分の力を発揮し、満足感を十分に味わえる園づくりをしています。
毎日ふれ合う自然の中で、草花を見て「きれい！」と思える素直

な心。小さな生き物とのふれ合いをとおして、弱いものを守ろうと
するやさしさやたくましさなどが育っています。
また、友だちとの遊びの中では、自分の思いがとおらず泣いたり、

けんかをしたりします。時には気の合う友だちとひとつの遊びに夢
中になったり、集団で園庭を元気いっぱいかけ回ったりしています。
幼稚園という小さな社会のなかで、様々な体験を繰り返しながら

ルールを学び、自立心や好奇
心、探究心などを身につけて
います。
幼稚園生活の中でつちかっ

た力を十分に生かし、自信を
持って遊びに取り組めるよ
う、子どもたち一人ひとりを
みつめながら、一緒に歩んで
いきたいと思います。

在園児11人、新入園児11人を迎えて
平成18年度がスタート

和田幼稚園
(和田地区)

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

ジャンケンポン　次のおにはだ～れだ！

大きなお山ができたよ
もうすぐトンネルのできあがりヨーイドン　ちょっとまって電車でいこうよ


